
施策５－１ 

目標５ 磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている 

施策５－１ 観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ 

 

１ 事業の進捗状況                   ★は政策推進プランに掲げる目標値等 
 

●福岡の歴史資源の観光活用 

博多旧市街プロジェクトの推進 

★外国人来館者数（「博多町家」ふるさと館、はかた伝統工芸館、福岡アジア美術館） 

R1n：20,528 人 → R2n：462 人 

・「博多町家」ふるさと館及びはかた伝統工芸館の来館者数 R1n：274,963 人 → R2n：87,824 人 
 

鴻臚館・福岡城への集客向上に向けた取組み 

★鴻臚館跡展示館の改修 

★祈念櫓石垣保存修理工事、潮見櫓石垣整備工事を実施 

・福岡城むかし探訪館来館者数 R1n：31,423 人 → R2n：12,142 人 

・三の丸スクエア来館者数 R1n：119,881 人 → R2n：17,464 人 

・鴻臚館跡展示館来館者数 R1n：28,654人 → R2n：11,011人 

★外国人来館者数（福岡城むかし探訪館、三の丸スクエア、鴻臚館跡展示館） 

R1n：93,929人 → R2n：312人 
  
文化財の観光資源としての活用促進 

・吉武高木遺跡「やよいの風公園」での菜の花･コスモス花畑公開   R1n：2 回 → R2n：2 回  

・SNS を活用した史跡の情報発信 
 

 ●魅力の磨き上げ 

アジアと創る新たな魅力づくり（アジアンパーティ） ＜再掲７－３＞ 

・クリエイティブフェスタの来場者数 R1n：約 50,000 人 → R2n：約 16,000 人 

・アジアフォーカス・福岡国際映画祭来場者数 R1n：31,483 人 → R2n：12,328 人 
 

祭りの魅力発信 

・効果的な祭りの魅力発信手法の検討 
 

集客交流拠点としての美術館の魅力向上 ＜再掲１－４＞ 

・魅力的なコレクション展や特別展の開催、カフェやミュージアムショップ等の利便施設の充実 
 

集客交流拠点としての福岡アジア美術館の魅力向上 ＜再掲１－４＞ 

・「アートカフェ」で、市主催及び民間利用によるイベントやユニークベニューを実施 

★外国人来館者数（福岡アジア美術館） R1n：5,820 人 → R2n：380 人 
 

・海辺の観光周遊コースの形成に向けて、写真を撮りたくなる海辺の魅力づくりや立ち寄りスポッ

トづくりの検討等 

・北崎地区の歩道美装化工事（R3.4 完了）、無電柱化工事に着手 

・志賀島地区の無電柱化に向けた測量を実施 

・志賀島周辺エリア内でのレンタサイクル利用者数 R1n：5,159 人→ R2n:2,185 人 
 

海辺を活かした観光振興事業 
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施策５－１ 

 
博物館機能の歴史文化資源としての価値向上 

・特別展「ふくおかの名宝展」（R2.10.10～R2.11.29） 観覧者数 16,020 人 

★外国人来館者数（博物館） R1n：12,379 人 → R2n：293 人 
 
ふくおかの“食”の磨き上げ ＜再掲６－４＞ 

・海外のシェフ等との商談回数 R1n：8 回→R2n：0 回（新型コロナウイルス感染症の影響により未

実施） 
 

動植物園再生事業 ＜再掲４－４＞ 

・植物園立体駐車場の完成、ペンギン展示施設新築工事を継続、ゾウ舎拡張整備工事に着手 
 

特色ある公園づくり事業 ＜再掲４－４＞ 

・高宮南緑地において、旧高宮貝島家住宅改修工事に着手 
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施策５－１ 

 

 

３ 事業の進捗状況、成果指標等を踏まえた「施策の評価」 

 
△：やや遅れている 

 

[参考]前年度 
 

◎：順調 

 

２ 成果指標等 

 ①入込観光客数（日帰り） 

 

 
出典：福岡市観光統計 

②入込観光客数（宿泊） 

 

出典：福岡市観光統計 

③福岡市への外国人来訪者数［補完指標］ 
＜再掲５－６＞ 

出典：法務省「出入国管理統計」 

 

＜指標の分析＞ 

指標①及び指標②については、入込観光客数全体（日帰り＋宿泊）は７万人の増加となってお
り、市内ホテル・旅館の客室数の増加や観光・ＭＩＣＥの積極的な誘致・受入などにより、増加し
ているものの、新型コロナウイルス感染症の影響により 2020 年は大幅な減少になることが見込ま
れている。 
なお、新型コロナウイルス感染症感染拡大により、人の移動が制限されたことから、Fukuoka 

East&West Coast などの身近な観光資源の掘り起こしや磨き上げを進め、マイクロツーリズムな
ど新しい生活様式に対応した観光を推進した。 
指標③は、目標値を下回っているが、これは新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響に伴う国

の入国制限措置等により、外国人入国者数が大幅に減少していることが要因である。 
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施策５－１ 

４ 事業の進捗状況・課題・今後の方向性 

●福岡の歴史資源の観光活用 

博多旧市街プロジェクトの推進 

進捗 ・新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、インバウンドを含む観光客が減少し

ている状況を鑑み、博多旧市街の観光地としての価値を高める取組みを地元・民間事業

者と連携しながら強化するとともに、安全安心にエリア観光を楽しんでいただける環境

を整えることで、ウィズコロナ時代における新しい博多旧市街エリアの観光推進に取り

組んだ。 

<観光地としての価値を高める取組み> 

・交通局及び JR 九州と連携し、地下鉄コンコース内及び博多駅構内における博多旧市街

の魅力を伝える装飾を実施。 

・博多旧市街エリアにおける特色ある体験コンテンツや土産品、宿泊プラン等を博多旧市

街セレクションとして商品認定するなど、業種が異なる事業者間連携や新たな商品造成

などの動きが容易にできる仕組みづくりに取り組んだ。 

・歴史資源や名所をつなぎ、趣のある道路として美装化を実施。 

<安全安心に楽しめる環境整備> 

・地元及び民間事業者と連携し、灯籠をエリア内に設置することで街並みの雰囲気を醸成 

・非接触型の街歩きガイドコンテンツ（音声 AR）の制作及び実証 

＊旧市街土産菓子登録商品数 R1n：1 商品 → R2n：1 商品 

＊分かりやすいまち歩きモデルコースの設定 R1n：7 コース → R2n：7 コース 

＊外国人来館者数（「博多町家」ふるさと館、はかた伝統工芸館、福岡アジア美術館） 

   R1n：20,528 人→ R2n：462 人 

＊「博多町家」ふるさと館及びはかた伝統工芸館の来館者数 

R1n：274,963 人 → R2n：87,824 人 

課題 ・博多旧市街の認知度を向上させることが必要。 

・H29.12から、博多部にある価値ある歴史・伝統・文化の資源をストーリーとまちなみで

つなぎ、「博多旧市街」エリアとして、市民や観光客が認知し楽しんでもらえる環境を

整え、魅力を高める取組みを推進してきたが、国内外問わず認知度が低いため、観光資

源として魅力を磨き、市民や観光客に情報発信していくことが必要。 

今後  ①博多旧市街フェスティバルの拡充 

  地元や関係者と連携した旧市街の新たな定番として旧市街フェスを定着させていくた

めの取組みを実施 

 ②博多旧市街ブランディング 

交通機関・民間企業と連携したプロモーション強化 

 ③ふくおか歴史資源活用協議会における連携事業 

  寺社保有の貴重な文化財の観光プログラム策定等による活用検討 
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施策５－１ 

鴻臚館・福岡城への集客向上に向けた取組み 

進捗 ・H26n に策定した「国史跡福岡城跡整備基本計画」に基づき、祈念櫓石垣保存修理工事及

び潮見櫓石垣整備工事を実施した。 

・民間イベントの開催に合わせ、南丸多聞櫓の特別公開を行った。 

  ＊来場者数 R2n：750 人 

・Web 歴史講座や SNS を活用した情報発信を実施した。 

・H30n に策定した「国史跡鴻臚館跡整備基本計画」に基づき、鴻臚館跡展示館の改修を実

施した。 

・福岡城むかし探訪館、三の丸スクエア、鴻臚館跡展示館の施設運営を行い、観光客の受

入環境を整備するとともに着物や乗馬などの体験型コンテンツを実施 

＊福岡城むかし探訪館来館者数 R1n：31,423 人 → R2n：12,142 人 

＊三の丸スクエア来館者数 R1n：119,881 人 → R2n：17,464 人 

＊鴻臚館跡展示館来館者数 R1n：28,654 人 → R2n：11,011 人 

＊外国人来館者数（上記三館合計） R1n：93,929人 → R2n：312人 

・デジタル技術によって復元された福岡城を楽しむＡＲ体験コンテンツを拡充。 
・博物館の企画展に合わせて、エリア内民間事業者等と連携した相互誘客・回遊策促進策を
実施。 

・回遊モデルコースを設定し、情報発信するためのリーフレットを制作、配布。 
・福岡市公式の「福岡城御城印」を販売開始。 

・福岡城整備基金 

＊福岡城復元に当たり広く参加意識を醸成するため設置。H26.7 条例施行 

＊積立総額：104,196,073 円（R3.3 月末時点） 

課題 ・史跡の周知を進めるとともに、史跡を活用した体験プログラムの開発など、市民や観光客

が文化財を身近に感じるよう活用を図り、福岡の豊かで魅力ある観光資源の掘り起こし

や磨き上げに取り組むことが必要。福岡城整備基金については、より広域的な募集に向

けた取り組みが必要。 

今後 ・着物や乗馬の体験型コンテンツの磨き上げやＡＲ体験コンテンツの活用、イベントやＭ

ＩＣＥレセプション等を実施するなどユニークベニューとしての活用、ナイトコンテン

ツの検討などに取り組む。 

  

文化財の観光資源としての活用促進 

進捗 ・吉武高木遺跡「やよいの風公園」については、地域や史跡保存会等との連携を密接に図

りながら、菜の花・コスモスの花畑公開に取り組んだ。また、SNS を活用した情報発信に

努めた。 

・庚寅銘大刀については、大刀とともに出土した馬鈴の複製品（レプリカ）等を製作した。 

課題 ・吉武高木遺跡や庚寅銘大刀については、観光資源としての活用促進のため、積極的な広

報や周知により、認知度を高めることが課題である。 

今後 ・吉武高木遺跡等については、新型コロナウイルス感染症への対応を図りながら、観光資

源としての活用を促進するため、地域などと連携し、魅力あるイベントの開催や情報発

信に努める。 

・庚寅銘大刀については、製作した馬鈴複製品を埋蔵文化財センターで展示・公開すると

ともに、さらに関連遺物の複製品製作をすすめ、展示、貸出しを積極的に行い、広く市

民に周知を図っていく。 
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施策５－１ 

●魅力の磨き上げ 

アジアと創る新たな魅力づくり（アジアンパーティ） ＜再掲７－３＞ 

進捗 ・「アジアと創る」をコンセプトに、アジアフォーカス・福岡国際映画祭、福岡アジア文化

賞、クリエイティブフェスタの主要事業に加え、アジア、クリエイティブをテーマとした

民間企業・団体などの各種事業と連携を図り、「アジアンパーティ」として、9月～10 月

に実施（20 事業、約 30 万人が参加）。 

 コロナ下においても「アジア」「クリエイティブ」を体感できるようオンラインを活用し

た事業を実施。 

・アジアフォーカス・福岡国際映画祭では、189 本(映像作品、関連企画含む)の優れたアジ

ア映画を上映したほか、監督や出演者からのメッセージ動画を上映。 

  ＊アジアフォーカス・福岡国際映画祭来場者数   

R1n：31,483 人 → R2n：12,328 人(関連企画含む)  

・クリエイティブフェスタでは、「クリエイティブ・エンターテインメント都市・ふくおか」

を国内外に広くＰＲするため、福岡市役所西側ふれあい広場にてイベントを実施。 

  ＊クリエイティブフェスタの来場者数 R1n：約 50,000 人 → R2n：約 16,000 人    

課題 ・アジアンパーティは、R2n に８年目を迎え、参加人数・認知度について一定の成果が得ら

れているが、今後も引き続き事業の背景・趣旨や目的の周知に努める必要がある。 

今後 ・さらなる認知度向上、効果的な事業展開にむけて、民間企業・団体との連携強化を図る。 

・アジアフォーカス・福岡国際映画祭は、R2n で事業終了となるが、市民がアジア映画に触

れる機会を担保できるよう取組みを行う。 

・クリエイティブフェスタについては、アジアンパーティの中核イベントとして開催し、さ

らなる集客とブランディングを図る。 

 

祭りの魅力発信 

進捗 ・新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響で、ユネスコ無形文化遺産である博多祇園山笠

や国重要無形民俗文化財に指定された博多松囃子の実施が見送られた。 

・ユネスコ無形文化遺産に登録された祭りを有する５都市（福岡市・北九州市・唐津市・日

田市・八代市）と情報交換を行うなど、各都市との連携を強化しているが、R2n は感染症

拡大防止のため意見交換会の実施を見送った。 

課題 ・新型コロナウイルス感染症の影響で、博多祇園山笠や博多松囃子など、福岡・博多を代表

する祭り文化の普及振興や実施が難しい状況にあるため、新しい生活様式に対応する行政

サービスなどについて検討が必要。 

今後 ・博多祇園山笠や博多松囃子をはじめとした祭りの魅力を、引き続き国内外の観光客に発信

するとともに、ＷＥＢシステムを活用した情報発信など、新たな行政サービスの構築に努

める。 

・ユネスコ関連の５都市の連携については、リモートによる意見交換会の実施を検討する。 
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施策５－１ 

集客交流拠点としての美術館の魅力向上 ＜再掲１－４＞ 

進捗 ・魅力的なコレクション展や特別展の開催、コレクションを核とした SNS 等による積極的な

広報・情報発信に努めたものの、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、展覧会

やイベントが中止となったことや、外出自粛要請の影響などにより施設利用者数は大幅減

となった。一方で、コロナ下に対応したオンラインによる配信を積極的に行った。 

※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための臨時休館 R2.4.4～R2.5.18 

＊施設利用者数 R1n：509,240 人 → R2n：160,061 人 

＊コレクション展外国人来館者数 R1n：20,760 人 → R2n：1,173 人 

課題 ・時代や市民ニーズに応える集客交流拠点として、観光客やこれまであまり美術館を訪れて

いなかった方々に対するアプローチを強化していくことが必要。また、感染症対策を適切

に講じながら「新しい生活様式」に対応した施設として魅力の向上を図る必要がある。 

今後 ・魅力ある展覧会の開催のほか、SNS などによる積極的な情報発信を通して美術館の認知度

を高め、多くの市民や観光客が来館するような様々な取組みを行っていく。 

・集客イベントや夜間開館等により美術館の新しい魅力を創出するとともに、オンラインを

活用した広報・集客の取組みなどを推進することにより「新しい生活様式」に対応した、

市民も観光客も安全・安心に楽しめる施設としての充実を図る。 

 

集客交流拠点としての福岡アジア美術館の魅力向上 ＜再掲１－４＞ 

進捗 ・「アートカフェ」の整備（H30.3）後は、積極的に活用を推進し、市主催や民間利用による

様々なイベントやレセプション等に利用されている。R2n は新型コロナウイルス感染症感

染拡大防止のため展覧会やイベントが中止となった。また、コロナ下に対応したオンライ

ンによる発信強化を行った。  

 ※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための臨時休館 R2.4.4～R2.5.18 

  ＊施設利用者数     R1n：382,779 人 → R2n：135,690 人 

＊外国人来館者数   R1n：  5,820 人 → R2n：380 人 

＊アートカフェ利用件数  R1n：44 件 → R2n：9 件 

課題 ・「アートカフェ」を、多様なイベント等が開催される当館の新たな魅力空間として内外に

さらに発信していくことが必要である。 

今後 ・交流事業で招聘している美術作家による交流イベントや、「アートカフェ」で定期的に音

楽演奏や伝統芸能公演等を実施するなど、多様な文化芸術に出あえる、博多部の新たな集

客交流拠点として、より一層、市民や観光客の認知度を高めていく。また、新型コロナウ

イルス感染症対策を適切に講じるとともに、オンラインを活用した発信強化に引き続き取

り組んでいく。 

 

海辺を活かした観光振興事業 

進捗 （志賀島・北崎） 

・海辺の観光周遊コースの形成に向けて、豊かな自然環境と調和した道づくりや、写真を

撮りたくなる海辺の魅力づくり、立ち寄りスポットづくりの検討等を行った。 

＊北崎地区の歩道美装化工事（R3.4 完了）、無電柱化工事に着手 

＊志賀島地区の無電柱化に向けた測量を実施 

  ＊志賀島周辺エリア内でのレンタサイクル利用者数 

 R1n：5,159 人 → R2n:2,185 人 

課題 ・観光資源を最大限活かした魅力の向上に取り組むとともに、当該地区を中心とした観光

周遊コースを形成することにより、周辺地区への消費喚起、地域経済の活性化にもつな

げる必要がある。 

今後 ・引き続き、豊かな自然環境と調和した道づくりのため、無電柱化に取り組む。 

・サイクルツーリズムの連携エリア拡大に向けた観光案内板の設置や新規コンテンツ造成

等による滞在型プランの拡充を実施するとともに、回遊を促進する立ち寄りスポットづ

くりの検討を行う。 
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施策５－１ 

博物館機能の歴史文化資源としての価値向上 

進捗 ・所蔵品の充実や魅力ある展覧会の開催に努めるとともに、小・中学校の休業期間に合わせ

て、金印の使い方（封泥）を知るワークショップ「こども博物館」を２回実施し、129 人

が体験した。（４回実施予定であったが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため

2回中止） 

※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための臨時休館 R2.4.4～R2.5.18 

 ※設備改修工事のため休館 R2.11.30～R3.3.31 

＊特別展「ふくおかの名宝展」（R2.10.10～R2.11.29）観覧者数 16,020 人 

＊外国人来館者数（博物館）  R1n：12,379 人→R2n：293 人 

課題 ・歴史・文化や集客交流拠点としての認知度をさらに高めることが課題。 

・地域住民、観光客など多様なニーズに合わせた事業展開。 

今後 ・展示内容の充実や関係機関との連携強化などを図り、ＳＮＳなどさまざまなメディアを活

用し積極的な広報を行うとともに、ホームページ等の多言語での情報提供を充実させる。 

・博物館の収蔵品や福岡の歴史・文化資源を地域と連動をさせながら、観光客も楽しめるよ

うな魅力的な事業を実施する。 

・福岡の歴史・文化に関係する事業の充実など、観覧だけではなく体験する機会の提供を推

進する。 

 

ふくおかの“食”の磨き上げ ＜再掲６－４＞ 

進捗 ・新型コロナウイルス感染症の影響により、海外シェフの招聘を中止し、国内での PR を２

回実施した。 

＊海外のシェフ等との商談回数 R1n：8 回 → R2n：0 回 

課題 ・唐泊恵比須かき、弘のサザエ、アサリ等の市内産水産物は香港の高級レストランへの出荷

が進みつつあるものの、国内市場においては、知名度が高いとは言えない。 

・新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、当面の間は国内向けブランドの強化を図

る必要がある。 

今後 ・国内向けのブランド強化・販路拡大を推進する。 

 

動植物園再生事業 ＜再掲４－４＞ 

進捗 ・来園者の利便性向上を目的とした、植物園立体駐車場が完成。 

・R3 夏オープン予定のペンギン展示施設新築工事を継続、及びアジアゾウの導入に向けた

ゾウ舎拡張整備工事に着手。 

課題 ・動物の個別的特徴や管理安全面に配慮しつつ、来園者の視点に立った魅力づくりや「ま

た来たい」と思わせる特別な仕掛けづくりが必要。 

今後 ・人と地球にやさしい飼育及び植生環境と来園者の更なる利便性の改善を行うとともに、

まちと自然が調和した快適な都市型動植物園へとリニューアルを推進。 

・アジアゾウ導入に向け、現地専門家の意見を踏まえた施設整備を継続して実施する。 

 

特色ある公園づくり事業 ＜再掲４－４＞ 

進捗 ・高宮南緑地の整備・管理運営事業について、R4 春の開園に向けて旧高宮貝島家住宅改修

工事を実施。 

課題 ・高宮南緑地の整備・管理運営事業は民間活力の導入による魅力的な整備・管理運営を求

めるものであるが、本事業地が広く市民に開かれた、より良い公園となるよう、引き続

き事業者との調整が必要。 

今後 ・高宮南緑地について、R3n は、広く市民に開かれた、より良い公園となるよう、事業者と

の調整を行いながら、整備を進める。 
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施策５－２ 

目標５ 磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている 

施策５－２ 緑と歴史・文化のにぎわい拠点づくり 

 

１ 事業の進捗状況                   ★は政策推進プランに掲げる目標値等 

 

●市民の憩いと集客の拠点づくり（大濠公園・舞鶴公園の一体的な活用等） 

セントラルパーク構想の推進に向けた計画づくり 

・セントラルパーク基本計画（R1.6 策定）に基づき、舞鶴公園と大濠公園の一体的な整備 

や活用を推進 

 

ポテンシャルを最大限に活かす利活用の推進①（賑わいづくり） 

  ★イベントの年間開催日数 R1n：235 日 → R2n：31 日※ 

※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため開催中止あり 

・鴻臚館跡展示館来館者数 R1n：28,654 人 → R2n:11,011 人 

 

ポテンシャルを最大限に活かす利活用の推進②（市民・企業等との共働） 

・福岡城整備基金寄付 積立総額：104,196,073 円（R3.3 月末時点） 

 

利活用を支える体制づくり 

・大濠・舞鶴公園連絡会議の開催回数 R1n：１回 → R2n：２回 

 

利活用を支える機能の充実 

・サクラやアジサイ等、史跡や公園における見所づくり 

・花の見頃に応じた移動式ベンチの設置 

・既存サインやベンチの更新 

・城内住宅の移転率 R1n：76.0％ → R2n：78.1％ 
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施策５－２ 

２ 成果指標等 

 

３ 事業の進捗状況、成果指標等を踏まえた「施策の評価」 

◎：順調 
[参考]前年度 
 

◎：順調 

 

①過去３年間に福岡城跡（舞鶴公園）に行った
ことがある市民の割合 

 
出典：福岡市総務企画局「基本計画の成果指標に関する意識調査」 

 

 

＜指標の分析＞ 

新型コロナウイルス感染症の影響はあるものの、これまでの緑と歴史・文化に関するイベント

や、指定管理者の自主事業の充実、多様な民間イベント受け入れなどによる取組みの推進が、認

知度向上に寄与し、指標①の堅調な推移に現れていると考えられる。 

60%

47.9%

55.6%

55.8%

57.6%

60.5%

59.4%

62.0% 61.5%

59.0%

40%

50%

60%

70%

2011 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

(割合)

(年度)

※2016年度時点で基本計画の⽬標値60％を
達成したため，第２次実施計画（2017-2020）
においては，2020年度の中間⽬標値を60％よりも
「増加」と設定

⽬標値

中間⽬標値
増加（※）

達成状況 A
（⽬標に向けて順調に進んでいるため）

（ｻﾝﾌ゚ ﾙ数）(2,588) (2,260)  (2,290) (2,258) (2,262) (2,013)(2,059) (1,913) (2,028)(2,328) 00) (0,000)
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施策５－２ 

４ 事業の進捗状況・課題・今後の方向性 

●市民の憩いと集客の拠点づくり（大濠公園・舞鶴公園の一体的な活用等） 

セントラルパーク構想の推進に向けた計画づくり 

進捗 ・セントラルパーク基本計画（R1.6 策定）に基づき、舞鶴公園と大濠公園の一体的な整備や

活用を推進 

課題 ・鴻臚館の特性を活かした現代的な活用や整備内容の詳細な検討が必要。 

今後 ・セントラルパーク基本計画に基づき、市民の憩いと集客の拠点づくりを目指す。 

・わかりやすい情報発信に努め、身近な史跡としての公開・活用を進めていく。 

 

ポテンシャルを最大限に活かす利活用の推進①（賑わいづくり） 

進捗 ・指定管理者の自主事業により、新たな利活用を推進した。 
＊福岡城秋の公園で遊ぼうの内容充実（自治会・市民ボランティア・西日本短期大学・
市科学館・障がい者支援施設との連携、地域 NPO 法人との共催等） 

  ＊ラジオ体操実施により地域コミュニティの場創出（17 日間、延 329 名参加） 
  ＊マルシェ事業実施により日常の賑わいづくり（11 月 1 回実施、その外 HP 上で 

オンラインマルシェ初開催） 
  ＊三ノ丸広場において、土日祝日にキッチンカー出店のサービスを開始 
  ＊舞鶴公園ネイチャーウォッチング講座の定期実施により、舞鶴公園利用者の新規開拓

（月１回） 
      講座修了者のうち希望者を運営ボランティアとして受入れ持続可能な仕組みを実施 
・季節毎の賑わいを創出するため、多様な民間イベントの受入れ等を実施。 
  ＊イベントの年間開催日数 R1n：235 日 → R2n：31 日※ 

 ※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため開催中止あり 
＊けやき通りの地域イベント「ブックオカ」（青空古本市を誘致し今回初開催） 
＊アースビーガンフェス（地球環境を考えるフードや雑貨を集めたイベント） 

  ＊DJ 音楽イベント（DJ などと共にファッション、グルメ、お笑い等を集めたイベント） 
  ＊福岡国際マラソン（世界のトップランナーが集まるマラソンイベント）など 
・三の丸スクエアや福岡城むかし探訪館において着物や乗馬などの体験型コンテンツを実施。 
・デジタル技術によって復元された福岡城を楽しむＡＲ体験コンテンツを拡充。 
・博物館の企画展に合わせて、エリア内民間事業者等と連携した相互誘客・回遊促進策を実
施。 

・回遊モデルコースを設定し、情報発信するためのリーフレットを制作、配布。 
・福岡市公式の「福岡城御城印」を販売開始。 
・民間イベントの開催に合わせ、南丸多聞櫓の特別公開を行った。来場者数 R2n：750 人 
・鴻臚館跡展示館来館者数 R1n：28,654 人 → R2n：11,011 人 

課題 ・市民や観光客が四季を通じて楽しめるようさらなる取組みが必要。 

・現地に電気・給排水設備が無いことがイベント主催者の負担になっている。 

・鴻臚館・福岡城エリアのさらなる魅力や認知度の向上が必要。 

・史跡を活用した体験プログラムの開発など、市民や観光客が福岡の歴史・文化を巡る環境

整備や集客促進が必要。 

今後 ・都心部最大級の広場空間（舞鶴公園三ノ丸広場・鴻臚館広場）を活用しつつ、国史跡鴻臚

館跡や福岡城跡、四季折々の花々を観光資源として活かしていくため、福岡城さくらまつ

りを核とした多様なイベントの充実により、季節を通じた賑わい創出に取り組む。 

・キッチンカー及びマルシェの定期的な実施に向けた取組みを推進する。 

・イベントしやすい環境を整えるため、園内の電気・給排水設備の整備を行う。 

・着物や乗馬の体験型コンテンツの磨き上げやＡＲ体験コンテンツの活用、イベントやＭＩ

ＣＥレセプション等を実施するなどユニークベニューとしての活用、ナイトコンテンツの

検討などに取り組む。 
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施策５－２ 

ポテンシャルを最大限に活かす利活用の推進②（市民・企業等との共働） 

進捗 ・市民と一体となって福岡城整備を推進する「福岡城整備基金」について、ふるさと納税制

度を活用した福岡市ホームページによる周知、市内文化関連施設等へのチラシの設置及び

本庁舎等での募金箱の設置、ならびに歴史系雑誌への広告掲載や、寄付者への事業報告書

の送付など、市内外のＰＲに取り組むことで、基金の収益及び認知度の向上を図った。 

＊積立総額：104,196,073 円、寄付件数：1,647 件（R3.3 月末時点） 

課題 ・福岡城整備基金については、より広域的な募集に向けた取組みが必要。 

今後 ・福岡城整備基金への寄付のリピーターを増やすとともに、イベント等と連携したＰＲによ

り、基金の認知度を上げる取組みを推進する。 

＊城内イベントと連携した寄付等の拡充 

＊リピーター確保に向けた寄付者への情報発信の強化や、歴史系雑誌等への広告掲載 

＊各種媒体を活用した広報の強化 

 

利活用を支える体制づくり 

進捗 ・大濠公園と舞鶴公園の一体的な運用等に関する情報共有や協議検討を行うことを目的とし

て、市と県等による大濠・舞鶴公園連絡会議を開催した。 
＊開催回数 R1n：１回 → R2n：２回 

・大濠公園と舞鶴公園の一体的な利活用を目的とした大濠・舞鶴公園事業者による連絡会議

を開催。 
＊開催回数 R2n：２回 

・指定管理者の自主事業の充実により、市民との共働を促進した。 
  ＊小学校との連携強化を図るため、出前講座メニューを作成し、近隣小学校に配布 
  ＊市民ボランティアと共働で、花壇植付け等を実施 
    ＊企業ボランティア等と協働で、石垣除草・草刈り・剪定を実施 
・福岡市造園建設業協会・福岡市緑化協会のボランティアによる石垣除草を実施。 

課題 ・両公園内の複数の施設管理者や関係部局及び民間事業者等の公園に関わる様々な主体が連

携した一体的な管理運営の実現に向け、大濠・舞鶴公園連絡会議の充実が必要。 

・さらなる市民・企業等との共働の取組みが必要。 

今後 ・日常的に県民・市民、ＮＰＯ、企業の知恵・労力・資金などを広く受入れ、効果的に活用

していく仕組みづくりの検討を推進する。 
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施策５－２ 

利活用を支える機能の充実 

進捗 ・史跡や公園としての魅力向上のための見所づくりを実施した。 
＊サクラの名所づくりに向け、剪定・土壌改良等を実施（二の丸、三の丸） 
＊アジサイの見所づくりに向け、市民と共働でアジサイを植樹（下之橋、御鷹屋敷） 
＊ツツジ園の見所づくり（ゲンカイツツジの育成） 
＊コスモス畑・ナノハナ畑の育成による季節の花見どころ創出 
＊梅園土壌改良実施により梅の花付き改良及び開花調査継続 

・舞鶴公園における回遊性・快適性の向上に取り組んだ。 
＊大濠公園と舞鶴公園共通のサインマニュアルに基づき、解説サインの設置 
＊三ノ丸広場、二ノ丸において、ベンチの更新 
＊花の見頃に応じた移動式ベンチの設置（指定管理者） 

・公園整備に向けて旧高等裁判所の解体が完了し、鴻臚館の発掘調査に着手した。 

＊事業期間：H30n～R5n、債務負担行為議決済（H26.9 月） 

・城内住宅の移転を実施した。 

  ＊移転率 R1n：76.0％（149/196 区画）→ R2n：78.1％（153/196 区画） 

課題 ・利活用を支える機能の充実については、将来の多様なニーズにも対応できる計画とすると

ともに、計画的な財源確保が必要。 

・鴻臚館・福岡城の遺構の全容解明が必要。 

今後 ・基本計画に基づき、計画的に公園整備や史跡の発掘調査・復元整備を推進する。 

・福岡高等裁判所の跡地整備について、関係機関と連携しながら推進する。 

・城内住宅について、計画的に移転事業を推進する。 
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施策５－３ 

目標５ 磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている 

施策５－３ 情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり 

 

１ 事業の進捗状況                   ★は政策推進プランに掲げる目標値等 

 

●おもてなしの向上 

まち歩きガイド内容の拡充 

・まち歩きコース数 R1n：61 コース → R2n：61 コース 

 

官民共働による外国人の受入環境整備 

・公衆無線 LAN サービス提供拠点数 R1n：119 ヶ所 → R2n：113 ヶ所 

 

観光情報サイト「よかなび」による質の高い観光情報の提供 

・「イベント情報」や「ツアー情報」等の観光情報を発信 

・「よかなび」でのイベント及びツアー情報発信件数 R1n：793 件 → R2n：213 件 

 

 ●交通利便性や都心回遊性の向上 

快適で高質な都心回遊空間の創出 

★はかた駅前通りの魅力づくりや回遊性向上に向けた道路整備（R2n：道路整備一部区間完了） 

★民間事業者が整備するバスターミナルと博多駅とを結ぶ歩行者デッキの整備（R3.4：供用開始） 

★西中洲の魅力づくりに向けた石畳整備と景観誘導（R2n：石畳整備一部区間完了) 

★国が整備する国道 202 号春吉橋架替の迂回路橋を活用した賑わい空間の創出（春吉橋本橋整備

中） 

 

観光バス受入環境の改善 ＜再掲５－６＞ 

・樋井川河畔緑道観光バス駐車場の利用台数 R1n：5,906 台 → R2n：0 台※ 

※新型コロナウイルス感染症の影響により減少 
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施策５－３ 

２ 成果指標等 

 

３ 事業の進捗状況、成果指標等を踏まえた「施策の評価」 

 
△：やや遅れている 

 

[参考]前年度 
 

○：概ね順調 

① 観光案内ボランティアの案内人数 

 
出典：福岡市経済観光文化局調べ 

②観光情報サイトのアクセス数 
（観光情報サイト「よかなび」の月間ページビュー） 

 
出典：福岡市経済観光文化局調べ 

③「よかなび」へのスマートフォンでの訪問数
［補完指標］ 

 

出典：福岡市経済観光文化局調べ 

④公衆無線 LAN サービス提供拠点数 
［補完指標］ 

 

出典：福岡市市長室調べ 

＜指標の分析＞ 

指標①は、新型コロナウイルス感染症の影響による各種イベントの中止や、観光案内ボランテ

ィアの活動休止等により、大幅減となっているが、新型コロナウイルス感染症を踏まえ、安全安心

に配慮した案内業務の検討・実施やまち歩き動画の配信など、コロナ禍においても福岡市の魅力

発信につながる活動を行った。 

指標②及び指標③は、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響等による国内外からの観光客

の減少や、イベント・ツアー情報の減少等により、アクセス数は大幅に減少したが、感染症対策を

行っている飲食店や宿泊施設の情報発信のほか、郊外型の観光施設など、安全安心に観光を楽し

んでいただくための情報発信を行った。 

指標④は、商業施設の閉鎖、新型コロナウイルス感染症の影響による福岡エアポートアクセス

バスの廃止等により、昨年度比 6減となっている。 
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施策５－３ 

４ 事業の進捗状況・課題・今後の方向性 

●おもてなしの向上 

まち歩きガイド内容の充実 

進捗 ・安全安心に配慮し、観光客の依頼に応じた派遣ガイドや企画募集型まち歩きガイド、市の

観光施設等での観光案内・定時ツアーを実施した。 

＊案内件数 R1n：789 件 → R2n：109 件 

＊案内人数 R1n：9,324 人 → R2n：504 人 

＊まち歩きコース数 R1n：61 コース → R2n：61 コース 

課題 ・新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえながら、「まち歩き」ガイドの案内人数増加に

向けて、観光客の様々なニーズに応じた観光案内を行う必要がある。 

・外国人観光客の受入体制について、外国語対応可能な人材が不足している。 

今後 ・都心部以外の地域における新たな地域の魅力を発掘し、新コースを開発することにより、

ガイド内容の拡充及び市内の回遊促進を図る。 
・外国語対応可能な人材の育成及び確保を行うとともに、他団体との連携や IoT の活用など、

インバウンド向け観光案内の仕組み作りを行う。 
・福岡の歴史や文化財を活用した体験型観光プログラムと連携して、まち歩きのさらなる魅

力向上を図る。 

・SNS の活用など、双方向性や拡散力を重視した情報発信に努めていく。 

 

官民共働による外国人の受入環境整備 

進捗 ・無料公衆無線 LAN サービス「Fukuoka City Wi-Fi」の拠点拡大を官民共働により推進。 

＊公衆無線 LAN サービス提供拠点数 R1n：119 ヶ所 → R2n：113 ヶ所 

＊天神コア、福岡エアポートアクセスバス等の公衆無線 LAN 廃止 

・国際スポーツ大会にむけた外国人の受入環境整備については、新型コロナウイルス感染

症感染拡大の影響により実施見送り。 

・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に向け、市内宿泊施設が取り組む安全対策強化

を支援した。 

課題 ・受入環境の充実については、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえながら、観光施

設や宿泊施設、交通機関、飲食店等と連携して取り組む必要がある。 

今後 ・ラグビーワールドカップのレガシーを、今後開催予定の国際スポーツ大会へと継承し、

スポーツ MICE としての都市ブランド力のより一層の向上を目指し、官民一体で外国人

観光客の受入環境整備の充実を図る。 

 

  

- 204 -



施策５－３ 

観光情報サイト「よかなび」による質の高い観光情報の提供 

進捗 ・国内外への情報発信として、5言語（日本語、英語、韓国語、中文簡体、中文繁体）

で展開するとともに、主要な情報については、ﾌﾗﾝｽ語、ﾄﾞｲﾂ語、ｽﾍﾟｲﾝ語、ｵﾗﾝﾀﾞ

語、ﾀｲ語、ﾍﾞﾄﾅﾑ語の6言語でも発信している（計11言語）。 

＊ﾌﾗﾝｽ語、ﾀｲ語、ﾍﾞﾄﾅﾑ語については内容の拡充（ﾓﾃﾞﾙｺｰｽ、特集の掲載）を行った。 

・トップページでは、外国人を含む観光客の誘客と、来福者の回遊性の向上や地域に

おける消費拡大に繋げていく観点から、「イベント情報」や「ツアー情報」をはじ

めとした観光情報を、新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ発信している。 

＊「よかなび」でのイベント及びツアー情報発信件数  

R1n：793件 → R2n：213件 

課題 ・観光による経済効果が様々なエリアに行き渡るよう、情報発信に取り組んでいくことが必要。 

今後 ・様々なエリアの旬のコンテンツの発信に加え、外国人を含む観光客のニーズを踏まえた

コンテンツを多言語で発信することなどにより、サイト利用者の興味を喚起し、誘客に

つなげていくほか、外国人観光客をはじめとする来福者に、「イベント情報」や「ツア

ー情報」等をわかりやすく発信し、福岡市内における回遊性の向上や地域における消費

拡大に繋げていく。 

 

●交通利便性や都心回遊性の向上 

快適で高質な都心回遊空間の創出 

進捗 ・庁内横断的な検討組織を設置し、事業間の調整・情報共有などを通じて事業の優先順位

の整理や関係課と連携した事業計画の立案・予算化など、事業の全体最適化を推進。 

 ＜具体事業＞ 

  ＊水辺を活かした空間の魅力づくりを推進するため、水上公園を再整備（H28.7供用開始） 

  ＊はかた駅前通りの魅力づくりや回遊性向上に向けた道路整備（R2n：道路整備一部区

間完了） 

＊民間事業者が整備するバスターミナルと、博多駅とを結ぶ歩行者デッキの整備

（R3.4：供用開始） 

＊西中洲の魅力づくりに向けた石畳整備（R2n：石畳整備一部区間完了)と景観誘導

（H30.10 西中洲地区景観誘導街づくり計画登録)  

  ＊国が整備する国道 202 号春吉橋架替の迂回路橋を活用した賑わい空間の創出 

   （春吉橋本橋整備中） 

課題 ・都心部の回遊性向上に向けた事業の実施にあたっては、主要プロジェクトの開業・供用

時期や民間ビルの開発機運などを捉えた戦略的な推進が必要。 

今後 ・引き続き、都心回遊に関する関係者間の事業の調整・情報共有とともに、周辺のまちづ

くりの動向等を踏まえ、事業の具体化に向けた検討を着実に推進する。 

 

観光バス受入環境の改善 ＜再掲５－６＞ 

進捗 ・福岡タワー周辺における観光バスショットガン方式の運用。 

・樋井川河畔緑道観光バス駐車場の利用台数  

R1n：5,906 台 → R2n：0 台※ 

※新型コロナウイルス感染症の影響により減少 

・博多区御供所地区の出来町公園における観光バス乗降場の運用。 

課題 ・新型コロナウイルス感染症等に伴い影響が生じているクルーズ市場の動向を注視する必

要がある。 

今後 ・クルーズ船観光バスによる交通混雑については、博多港クルーズ船受入関係者協議会や

県警などとも連携し、対策に取り組む。 

※新型コロナウイルス感染症の影響やクルーズ市場の動向等を注視・分析し、その回復

状況なども踏まえながら取り組む必要がある。 
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施策５－４ 

目標５ 磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている 

施策５－４ 交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成 

 

１ 事業の進捗状況                   ★は政策推進プランに掲げる目標値等 

 

●ＭＩＣＥ機能の強化 

ウォーターフロント地区内でのコンベンション機能の強化 ＜一部再掲８－１＞ 

★R2.5 に立体駐車場の供用開始 

★R3n 開業に向け、マリンメッセ福岡Ｂ館整備の実施  ※R3.4 開業 

 

都心循環ＢＲＴの形成に向けた検討 ＜再掲４－５＞ 

・利用促進方策などの検討 

 

 ●ＭＩＣＥ誘致の推進 

戦略的なＭＩＣＥの誘致やビジネス振興 

★海外見本市等商談件数 R1n：119 件 → R2n：84 件 

・コンベンションサポート件数 R1n：137 件 → R2n：39 件 

・国家戦略道路占用事業（ストリートパーティー等）実施実績 R1n：11 件 → R2n：2 件 
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施策５－４ 

２ 成果指標等 

 

３ 事業の進捗状況、成果指標等を踏まえた「施策の評価」 

△：やや遅れている 
[参考]前年度 
 

○：概ね順調 

① 国際コンベンション開催件数 

 
出典：日本政府観光局「国際会議統計」 

② 国内コンベンション誘致件数 

 

（公財）福岡観光コンベンションビューロー調べ 

③大規模国際会議開催件数 
（参加者数 1,000 人以上）［補完指標］ 

 
出典：福岡市経済観光文化局調べ 

 

＜指標の分析＞ 

MICE の開催（指標①及び指標③）においては、初期値より増加傾向にあったものの、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により 2020 年は大幅な減少になることが見込まれている。 

また、誘致（指標②）においても、新型コロナウイルス感染症の影響で誘致活動が制限された

ことなどにより件数が減少したことから、誘致力強化のため Meeting Place Fukuoka の体制を強

化し、関係団体との連携強化やオンラインによる誘致活動に取り組むとともに、新しい生活様式

に対応した、オンラインとリアルを組み合わせたハイブリッド開催への支援を行うなど、ポスト

コロナに向けた取り組みを推進した。 
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施策５－４ 

４ 事業の進捗状況・課題・今後の方向性 

●ＭＩＣＥ機能の強化 

ウォーターフロント地区内でのコンベンション機能の強化 ＜一部再掲８－１＞ 

進捗 ・マリンメッセ福岡Ｂ館については、R3n 開業に向け、施設整備を実施。 

・立体駐車場については、R2.5 に供用開始。 

課題 ・ＭＩＣＥ機能の強化については、新型コロナウイルス感染症等の影響やＭＩＣＥの動向

を注視しながら適切に対応していく必要がある。 

今後 ・マリンメッセ福岡Ｂ館については、R3n 開業するとともに、歩行者用上屋など周辺環境

整備に取り組む。 

・今後のＭＩＣＥ機能強化については、新型コロナウイルス感染症により影響を受けてい

るＭＩＣＥ動向等を把握しながらあり方を検討する。 

 

都心循環ＢＲＴの形成に向けた検討 ＜再掲４－５＞ 

進捗 
・バスレーンの周知や鉄道との乗り継ぎ案内の強化について実施。 

課題 
・バス事業者と連携しながら、更なる利用促進に向けた取組みが必要。 

今後 ・当面は現在の15分間隔運行を続けながら、引き続き、バス事業者と連携しながら利用促

進に取り組む。 

 

●ＭＩＣＥ誘致の推進 

戦略的なＭＩＣＥの誘致やビジネス振興 

進捗 ・コロナ下においても、将来的なＭＩＣＥ開催につなげていくため、Meeting Place Fukuoka

を中心に、オンラインなどを活用しながら誘致活動を行うとともに、安全対策やハイブ

リッド開催への支援などに取り組んでいる。 

＊海外見本市等商談件数 R1n：119 件 → R2n：84 件 

＊コンベンションサポート件数 R1n：137 件 → R2n：39 件 

＊国家戦略道路占用事業（ストリートパーティー等）実施実績 

R1n：11 件 → R2n：2 件 

課題 ・市内でＭＩＣＥが開催され、地域経済の活性化に繋がるよう、「新しい生活様式」に対

応したＭＩＣＥ誘致・開催支援が必要。 

今後 ・引き続き、新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら、安全対策やハイブリッド

開催への支援等を行うとともに、関係機関と連携し、ＭＩＣＥの誘致・支援に取り組む。 

・新型コロナウイルス感染症の状況を注視し、必要に応じた感染症対策を講じた上で、国

家戦略特区の道路活用などユニークベニューの活用を進め、ＭＩＣＥ開催地としての魅

力向上に努める。 
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施策５－５ 

目標５ 磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている 

施策５－５ 国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興 

 

１ 事業等の進捗状況                  ★は政策推進プランに掲げる目標値等 

 

●国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致 

国際スポーツ大会等の開催地としての取組み 

・第 19 回 FINA 世界水泳選手権 2022 福岡大会及び第 19 回 FINA 世界マスターズ水泳選手権 2022 九

州大会の開催に向けた準備 

 

国際スポーツ大会等の合宿地としての取組み 

・東京 2020 オリンピック・パラリンピックにおけるホストタウンとしての準備、調整 

 

総合体育館整備の推進 ＜再掲１－５＞ 

・H30.12 から供用開始  

 

 ●プロスポーツの振興 

福岡を拠点としたプロスポーツチームに触れる機会づくり 

★アビスパ福岡によるサッカー教室の開催件数 R1n：128 件 → R2n：117 件 

・観戦招待事業 R1n：10 件 → R2n：5 件 

  ・心の教育プロジェクト R1n：20 件 → R2n：14 件 

 

大相撲九州場所等に触れる機会づくり 

  ・新型コロナウイルス感染症の影響により大相撲九州場所が開催されず、大相撲十一月場所として 

東京開催 

  ・市内小・中・特別支援学校の観戦招待事業を実施 R1n：21 校 → R2n：0 校 

  ・こども観戦招待事業を実施 R1n：580 人 → R2n：0 人 
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施策５－５ 

２ 成果指標等 

 

３ 事業の進捗状況、成果指標等を踏まえた「施策の評価」 

 
〇：概ね順調 

  

[参考]前年度 
 

○：概ね順調 

  

 

  

①福岡市を活動拠点とするプロスポーツチーム
などの主催試合観客数  
（福岡ソフトバンクホークスを除く） 

 

出典：福岡市市民局調べ 

②スポーツ観戦の機会への評価 
（福岡市はスポーツ観戦の機会に恵まれた都市

だと思う市民の割合） 

 

出典：福岡市総務企画局「基本計画の成果指標に関する意識調査」 

＜指標の分析＞ 

指標①は、毎年安定的に目標値の達成に向けて順調に推移していたが、2020 年度は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、プロスポーツリーグが中断したこと等により観客数が減少した。 

指標②は、高い水準で推移しているものの、昨年度から微減となっている。これは、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、多くのプロスポーツや国際大会等が中止や延期等となったことに

よるものと考えられる。 
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施策５－５ 

４ 事業の進捗状況・課題・今後の方向性 

●国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致 

国際スポーツ大会等の開催地としての取組み 

進捗 ・世界水泳選手権福岡大会及び世界マスターズ水泳選手権九州大会の開催準備 

＊東京オリンピック・パラリンピック延期に伴う開催日程の変更を発表（R2.5）。 

 世界水泳選手権       2022年 5月 13日（金）～5月29日（日） 

  世界マスターズ水泳選手権  2022年 5月 31日（火）～6月  9日（木） 

＊本市の事業として初めて、政府の「経済財政運営と改革の基本方針」（骨太の方針）に

世界水泳選手権福岡大会が位置付け（R2.7）。 

＊単一競技大会では全国初となる、大会に対する国の協力についての閣議了解（R2.12）。 

＊テクノロジーを活用したアイデアのサウンディング調査や大会関連プロジェクトの募

集を開始（R2.12）。 

＊企業版ふるさと納税を活用した寄附実績1件（R2n）。 

課題 ・新規国際スポーツ大会等の開催に関する情報収集を行っていく必要がある。 

・世界水泳選手権福岡大会及び世界マスターズ水泳選手権九州大会の開催 

＊合理的・効率的な大会運営を目指した各種計画の策定及び開催準備が必要。 

＊市負担の縮減に向け、国際水泳連盟との協議等による支出の抑制と寄付・協賛金や

公的助成の獲得による収入の最大化が必要。 

・市民に夢や希望を与え、青少年の健全育成や市民スポーツの振興に寄与するため、トッ

プレベルの競技を観る機会だけでなく、実際にスポーツを体験する機会の提供も必要。 

今後 ・新規の国際スポーツ大会や全国レベルのスポーツ大会について、各種競技団体やパート

ナー都市協定を締結した JOC と連携して招致を検討。 

・2022 年開催の世界水泳選手権福岡大会については、国際水泳連盟、日本水泳連盟等の大

会関係者と協議を行いながら選手・観客などの受け入れ環境を整備し、円滑な大会運営

に向け、着実に準備を進めていく。また、引き続き機会を捉えたＰＲ活動を行うととも

に、チケット販売、ボランティア募集、マスターズ参加者受付開始等の取組を、さらな

る気運醸成に繋げていく。 

・マラソンスイミング最終選考会を世界水泳選手権のプレ大会として開催（R3.5）。 

・世界水泳選手権での活用に向けて、総合西市民プールの改修工事を実施する。 

・市民が高いレベルのスポーツに触れ、自らもスポーツを体験できる機会を創出するため、

国際スポーツ大会などに参加するトップアスリートとの交流会等の企画を推進していく。 
 

 

国際スポーツ大会等の合宿地としての取組み 

進捗 ・新型コロナウイルス感染症の影響により、東京 2020 オリンピック・パラリンピックが延

期となり、スウェーデンオリンピック・パラリンピック及びノルウェーオリンピックの

選手団の事前合宿も大会に合わせて延期。 

・両国とはオンライン会議で協議を継続。 

課題 ・選手及び市民生活の安全を確保するため、事前合宿における感染症対策を万全に行う必

要がある。 

・世界のトップアスリートが福岡市でトレーニングを行う貴重な機会となることから、感

染症対策を徹底しながら、市民がトップレベルのスポーツに触れたり、交流等ができる

機会をつくる必要がある。 

今後 ・事前合宿を成功させ、福岡市の評価を高めることが、新たな事前合宿の招致に繋がるため、

関係団体等と連携し、受け入れ準備を着実に進める。今後、スポーツ庁や、JOC その他の

団体等と連携し、各種競技団体やスポーツ大会に関する情報収集に努める。 

・東京 2020 オリンピック・パラリンピック事前合宿期間中に、感染対策を徹底しながら、

コロナ下であっても、トップアスリートと市民が交流できる方法などを検討する。 
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施策５－５ 

総合体育館整備の推進 ＜再掲１－５＞ 

進捗 ・H30.12 供用開始。 

課題 ・特になし。 

今後 ・ＰＦＩ事業者が実施する運営・維持管理業務のモニタリングを行う。 

 

●プロスポーツの振興 

福岡を拠点としたプロスポーツチームに触れる機会づくり 

進捗 ・福岡市に拠点を置く、アビスパ福岡、福岡ソフトバンクホークス、ライジングゼファー

フクオカ等と協力して、市民や選手・監督・コーチが触れ合うスポーツイベント（スタ

ージャンプ、スポーツフェスタ）の開催を支援。 

 ＊新型コロナウイルス感染症の影響により、市民と選手等が触れ合うスポーツイベント

は中止となった。 

・アビスパ福岡支援として、子どもから高齢者までを対象としたサッカー教室等の実施や

市民の観戦招待事業等を通じて、市民がアビスパ福岡に触れる機会を創出。 

＊サッカー教室の開催件数 R1n：128 件 → R2n：117 件 

（内訳） 

・親子サッカー教室（小学生とその保護者を対象とした選手・コーチによる教室） 

    R1n：7 件 → R2n：0 件(新型コロナウイルス感染症の影響で実施なし) 

・少年少女サッカー教室（幼児、小中学生の団体を対象としたコーチによるサッカー指導） 

    R1n：92 件 → R2n：91 件 

・アビスパ健康教室（およそ 60 歳以上を対象とした運動啓発教室） 

    R1n：15 件 → R2n：12 件 

・ブラインドサッカー教室（小学生以上を対象としたコーチ及びブラインドサッカー選手 

    による体験教室） R1n：14 件 → R2n：14 件 
 

＊観戦招待事業（小中高生とその保護者をホームゲームに招待） 

R1n：10 件 → R2n：5 件 ※区観戦招待を含む 

＊心の教育プロジェクト（市内小学校での選手・コーチによる特別授業） 

   R1n：20 件 → R2n：14 件 

課題 ・アビスパ福岡、福岡ソフトバンクホークス、ライジングゼファーフクオカなど多彩なプ

ロスポーツチーム等が活動しており、スポーツ観戦環境は恵まれているが、各チームが

取り組む地域に根差した取り組みなどについては広く市民に認知されていないものもあ

り、その活動の周知を行っていく必要がある。 

今後 ・市民の認知度を高めるため、プロスポーツチームの試合情報や地域に根差す取り組みに

ついて、広報活動を支援する。 

・各スポーツチームが取り組んでいる市民とのスポーツ交流活動を支援する。 

 

大相撲九州場所等に触れる機会づくり 

進捗 ・R2n は、新型コロナウイルス感染症の影響により、大相撲九州場所は「大相撲十一月場

所」として、東京での開催となったため、観戦招待事業は未実施。 

  ＊市内小・中・特別支援学校の観戦招待事業 R1n：21 校 → R2n：0 校 

  ＊こども観戦招待事業 R1n：580 人 → R2n：0 人 

課題 ・大相撲九州場所が実施される際は、観戦招待事業等についても感染対策の徹底が必要で

ある。 
今後 ・大相撲九州場所が再び福岡の地で開催されるよう、また、観戦招待事業及びこども観戦

招待事業について、今後、より多くの児童・生徒や市民が観戦機会を得られるよう、参

加者や市民のニーズを踏まえて、日本相撲協会や福岡コンベンションセンター等関係団

体と連携して検討を進めていく。 
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施策５－６ 

目標５ 磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている 

施策５－６ 国内外への戦略的なプロモーションの推進 

 

１ 事業の進捗状況                   ★は政策推進プランに掲げる目標値等 

 

●シティプロモーションの推進 

市場ニーズ分析等による効果的なシティプロモーションの推進 

・外国人入国者数 R1n：269 万人 → R2n：32 万人 

★海外現地プロモーション回数 R1n： 0 回 → R2n：0 回 

・情報発信・招請事業回数 R1n：23 回 → R2n：8 回 

※新型コロナウイルス感染症の影響等により減少 

 

フィルムコミッションによるシティプロモーション 

・海外作品撮影支援件数 R1n：13 件 → R2n：1 件 

   ※新型コロナウイルス感染症の影響等により海外作品の支援件数は減少 

 

 ●クルーズ客拡大への取組み 

多様なクルーズの誘致 

★海外コンベンションへの参加回数 R1n：2 回 → R2n：1 回 

 

クルーズ船の受入体制の整備 

  ・クルーズ船寄港回数 R1：229 回 → R2：14 回 

             （うち外航クルーズ客船の寄港回数 R1：206 回 → R2：14 回） 

   ※新型コロナウイルス感染症の影響により減少 

 

クルーズ客の受入体制の整備 

  ・外国航路船舶乗降人員数（不定期） R1：134.6 万人 → R2：9.1 万人 

・樋井川河畔緑道観光バス駐車場の利用台数 R1n：5,906 台 → R2n：0 台 

※新型コロナウイルス感染症の影響により減少 
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施策５－６ 

 

２ 成果指標等 

 

３ 事業の進捗状況、成果指標等を踏まえた「施策の評価」 

 
×：遅れている 

 

[参考]前年度 
 

〇：概ね順調 

 

 

① 福岡市への外国人来訪者数 
 

出典：法務省「出入国管理統計」 

② 外航クルーズ客船の寄港回数 
 

 
 

出典：福岡市港湾空港局調べ 

③入込観光客数［補完指標］ 

 
出典：福岡市経済観光文化局「福岡市観光統計」 

 

＜指標の分析＞ 

指標①は、目標値を下回っているが、これは新型コロナウイルス感染症の影響に伴う国の入国制

限措置等により、外国人入国者数が大幅に減少していることが要因である。 

指標②は、新型コロナウイルス感染症の影響により、２月以降の寄港がキャンセルされたため減

少しているものの、ポストコロナを見据え、クルーズ船社と協議をするなど、寄港数の回復に向け

た準備を進めた。 

指標③は、８年連続で過去最高を更新しているが、新型コロナウイルス感染症の影響により 2020

年は大幅な減少になることが見込まれている。 
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施策５－６ 

４ 事業の進捗状況・課題・今後の方向性 

●シティプロモーションの推進 

市場ニーズ分析等による効果的なシティプロモーションの推進 

進捗 ・新型コロナウイルス感染症の影響に伴う国の入国制限や緊急事態宣言等を踏まえ、当初

予定していたプロモーション関連事業の実施を中止。 

 ＊外国人入国者数 R1n：269 万人 → R2n：32 万人 

＊海外現地プロモーション回数 R1n：0 回→ R2n：0 回 

  ＊情報発信・招請事業回数 R1n：23 回→ R2n：8 回 

・福岡市・九州離島広域連携事業 

九州の離島 3市 2町と連携し、国内外へのプロモーション等を実施。 

＊離島航空路・航路利用者数（福岡からの直行便のみの降客数、1月～12 月） 

R1n 実績値：583,730 人 →R2n 実績値：320,343 人 

＊外国人延宿泊者数（福岡市を除く、1月～12 月） 

 R1n 実績値：199,909 人 → R2n 実績値：7,506 人 

課題 ・海外市場に関しては、これまで観光関連事業者等と連携し、観光説明会・商談会への参

加や現地訪問団派遣、観光展出展等現地でのプロモーションを行っていたが、新型コロ

ナウイルス感染症感染拡大に伴い、現地でのプロモーションの実施が困難になったため、

メディア、インターネット等を中心としたプロモーションを実施する必要がある。 

・魅力ある観光コンテンツを有する九州の各自治体と連携し、戦略的に情報発信やプロモ

ーションを行っていく必要がある。 

今後 ・九州のゲートウェイ都市として、魅力ある観光コンテンツを有する九州の各自治体と連

携し、国の入国制限措置状況や海外の新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら、

メディア、インターネット等を活用して認知度や九州への旅行意欲を向上させる情報発

信やプロモーションを行い、市発着の九州広域観光を推進する。 
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施策５－６ 

フィルムコミッションによるシティプロモーション 

進捗 ・福岡フィルムコミッションについて、海外作品 1件の撮影支援を行った。 

＊海外作品撮影支援件数 R1n：13 件 → R2n：1 件 

＊新型コロナウイルス感染症の影響等により海外作品の支援件数は減少。 

・アジアフォーカス・福岡国際映画祭の開催と併せたイベントとして、市内で撮影が行わ

れた映画やドラマのロケ地や地域の物産を活用したロケ地クイズをＷＥＢ配信し、ロケ

地をＰＲするとともに、釜山などの国際映画祭に併せて開催される海外の見本市（R2n は

オンライン開催）等において撮影誘致活動を実施。 

・過去の支援作品を再活用し、作品情報やロケ地となった地域の情報発信を行った。 

・海外においては、映画「福岡」の韓国上映にあわせて、ＷＥＢ版多言語ロケ地マップの

周知に努めた。 

課題 ・新型コロナウイルス感染症の影響等があり、現時点では海外からの来訪が見込めず、海

外作品支援再開の見通しが立たない。 

・海外で話題となるような、福岡を舞台とした映画・テレビドラマ等の作品が不足してい 

る。 

・撮影環境、慣習の違いから、海外の撮影隊を受け入れる十分なノウハウを持つ事業者が 

少ない。 

・福岡で撮影された映画等のロケ地について、情報発信が不足している。 

今後 ・新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、安全・安心なロケの受け入れを進める。 

・福岡フィルムコミッションにおいては、アジアフォーカス・福岡国際映画祭等で培った

ネットワークを活用した撮影誘致活動やインターネットなどを活用した効果的なプロモ

ーションを実施。 

・海外からの撮影隊に地元映像関係者が参画する場を提供することで、ノウハウの蓄積、

人材育成につなげ、海外からの撮影受け入れ体制の充実に取り組む。 

・新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら、支援作品の公開等に合わせ、ロケ地

や作品を活用した観光ＰＲやシティプロモーションを行う。 

 

●クルーズ客拡大への取組み 

多様なクルーズの誘致 

進捗 ・新型コロナウイルス感染症の影響を注視しつつ、海外コンベンションへの参加を通じた

誘致活動を実施。 

＊海外コンベンションへの参加回数 R1n：2 回 → R2n：1 回 

課題 ・中国市場偏重によるカントリーリスクを避けるため、多様な地域からのクルーズ船の誘

致に取り組む。 

・今後、新型コロナウイルス感染症に係る事態が収束した際に再び多くの寄港をいただけ

るよう、誘致活動が必要。 

今後 ・新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら、アジア以外の地域からのクルーズな

ど多様なクルーズを誘致するとともに、船社への働きかけ等や上海等他港との連携によ

り、博多港発着クルーズの更なる振興を図る。 

・ＦＩＴ（訪日外国人個人旅行）の振興などによる寄港地観光ツアーの多様化・上質化に

取り組む。 
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施策５－６ 

クルーズ船の受入体制の整備 

進捗 ・クルーズ船の大型化や寄港回数の増加に対応するため、中央ふ頭西側岸壁を延伸し、H30.9

に供用を開始。 

・クルーズ船については、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、安全に受入れができ

る環境が整うまでは岸壁の利用を認めないなど、福岡市独自のルールを R2.6 に策定。 

＊クルーズ船寄港回数 R1：229 回 → R2：14 回 

（うち外航クルーズ客船の寄港回数 R1：206 回 → R2：14 回） 

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により減少 

課題 
・新型コロナウイルス感染症に伴い影響が生じているクルーズ市場の動向や他港の状況な

どを注視しながら、安全に受入ができる環境を整える必要がある。 

今後 ・受入再開にあたっては、新型コロナウイルス感染症やワクチン接種の状況などを踏まえ、

市民の安全安心を第一に判断していく。 

 

クルーズ客の受入体制の整備 

進捗 ・福岡タワー周辺における観光バスショットガン方式の運用。 

＊樋井川河畔緑道観光バス駐車場の利用台数 

 R1n：5,906 台 → R2n：0 台 

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により、クルーズ船が寄港しなかったため 

＊外国航路船舶乗降人員数（不定期） R1：134.6 万人 → R2：9.1 万人 

課題 ・新型コロナウイルス感染症に伴い影響が生じているクルーズ市場の動向を注視する必要

がある。 

・クルーズ客のツアーが一部の商業施設や観光地に集中しているため、市内で交通混雑が発

生。 

今後 ・寄港地観光手配予約システムの活用などによる訪問先・時間の分散化に取り組む。 

・クルーズ船観光バスによる交通混雑については、博多港クルーズ船受入関係者協議会や県

警などとも連携し、対策に取り組む。 

※新型コロナウイルス感染症の影響やクルーズ市場の動向等を注視・分析し、その回復状

況なども踏まえながら取り組む必要がある。 
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